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学は、特定な場合を除き決 して他の学問と分離 して論 じられることはない。漢代の場合は特に
政教 との関係が密接だったため、漢賦を漢代文化の総体的な反映物 として認識する必要がある
と思われ る。本稿ではこの様な立場に基づいて、漢帝国の政治 ・文化的アイデンティティの確
1こ の様 な傾 向か ら脱 した最近の注 目す べき研 究 と して、鄭毓瑜 、「賦体 中`遊 観 的形態及 其所展現 的時空意識一以
天子遊猟賦 ・思玄賦 ・西征賦爲主的討論 」『第 三屈国際辞賦学学術研討 会論文集(上)』(1996.12)、 林凌潮、 「不朽与
統一1漢 賦 与大一統権力詩学」(1・2)『 文 明探 索』(1997.10、1998.1)等 の論 文を挙 げられ る。戸倉英美 の 『詩人 た




立とい う歴史上の事案 と、賦作 とい う著作行爲 との密接な関連性に注 目しようとする。
漢賦は形式の上では韻文の体裁を構えているが、制作意図か ら見ると帝国の叙事である。ラ
カン(Jacque:Lacan)は 、一人の個人が主客未分の想像界を離れて主体を形成 し、象徴界に
安着する過程で決定的に要求 されるのが言語だと言 う。これ と同じく、ある国家が政治 ・文化
的アイデンティティを確立し、制度化する過程において、叙事は必須的なものである。例えば、
アンダースン(BenedictAnderson)は 、近代民族国家の成立を、小説 ・新聞など叙事物によ
り造られた`同 時性'と いう概念 と深い関連があるものと見ている2。同時性は、自己同一性、
即ちアイデンティティを産む。 このように見ると、漢賦は確かに帝国の言葉であり叙事なので
ある3。 このような認識は、漢賦を`御 用文学'と 見なした既存の観点 とあまり変わらない と




国の叙事を展開する司馬相如(B.C.179-B.C.117)の 「子虚賦」 と 「上林賦」を分析の対象に
した。司馬相如を選んだ理由は、彼が武帝期 という帝国の頂点期を生き、誰よりも帝国を叙事
的に具現しようとした人物だからである。皇帝の遊獵所である苑囿という空間が持つ政治、文




したがって、苑囿が決 して帝国の単元神話(monomyth)を 保証 しない、相互テキス ト性
(intertextuality)の 原理が生きて動 く空間であるということも明らかにしたい。




賈誼(BC201-BC169)と 劉 安(BC?一BC122)、 この二人 の死が我 々に妙 な響 きを与 えるの
はなぜ だろ うか。二人の死 は、普通の死ではない、悲劇的な死である とい う点で類似 してい る。
しか し、 この両者 の悲劇 が誕生す る背 景は、全 く異 なってい る。 これか ら我 々はこの二つ の悲
2BenedictAnderson,ImaginedCommunities:ReflectionsontheOriginandSpreadofNationalism(LondonVerso,1993),
pp.22-36.
3古 代 中 国 に お け る著 作 行 為 と権 力 の 関連 性 を 論 議 した も の と し て 、MarkEdwardLewisのWriting・andAuthorityin
EarlyChina(Albany:StateUniversityofNewYorkPress,1999)を挙 げ られ る。 ル イ ス は戦 国時 代 と漢 代 を 中 心 に 、
著 作 行 為 が 政 治 ・宗教 ・学 問 な ど各 方 面 にお い て 、 権 力 の装 置 と して ど の よ うに機 能 した か を探 求 す る。 本 稿 の 問題 意
識 と は 多少 異 な る が 、新 しい角 度 か ら古 代 中 国 の 著 作行 為 の 問題 に接 近 した 労 作 と言 え る。
110
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劇 の原因 を探 るた めの旅 に出 ることに しよ う。
上古時代 の中国社会、そ の文化的状況 につ いて、エバハル ド(WolframEberhard)は曾て
次 のよ うに述べた ことが ある。
上古 中国の社 会や文化 は、あ る特定種族 の産物 ではな く、私が原始社会(primi-
tivesocieties)と 呼ぶ 多様 な社 会が混合 された結果 である。この ような仮定は、古
代 の あ る 時期 に`中 国 社 会(Chinesesociety)'とか`中 国 文 化(Chinese
culture)'と いうもの はなかったのであ り、ただ`原 始的(primitive)'社 会のみが
存在 していたという事実 を含ん でいる。 ある時 点に至って、我 々が仮 りに`高 級 中
国文化(high-Chineseculture)'と 呼ぶものが現れ るが 、それ は支配階層が 自らを
特別な文 化を持つ特 別な社会構 成 員である と感 じて いた社会、 すなわ ち私 たちが
`中国的(Chinese)'と 呼ぶ社会形態で あった4。
エバハル ドのこのような仮説は、中国文明が上古時代から今 日に至るまで自己同一性を保ち
ながら発展 してきたとい う従来の通説、つま り`黄 河文明説'を 否定するものであった。彼は





このよ うな多元的文明の情勢は、以後かなり長い期間持続 される。 しかし、相異なる地域文
化の離合集散は、次第に一つの中心的な政治 ・文化形態、すなわち`中 国的'な ものを指向す











5凌 純聲 の中国文化 多元論、蘇秉碕の 区系類型論、張光直の脱中国史 中心論 などが、考古学 ・人類学の研 究成果 に基づ










中国の文化的アイデンティティ、すなわち今 日我々がもっとも核心的な中国文化 として認 め
るその内容が定型化 されたのは、漢代であった。では、文化的アイデンティティと表裏 をなす




る。 このような変貌は、戦国末、商鞅の変法が施行 された後、益々速度を増 し、周代の王室 ・
貴族階層に基盤を置いた封建制が瓦解 され、君主が官僚を通 じて直接統治す る郡県制が強化さ
れ る結果を生む7。郡県制とい う中央集権化の趨勢と同時に発生 した注 目すべき現象の一つは、
家 と国を類比する厳格な家父長制が確立 されたことである。すなわち、家は国家形成の基本単
位であって、家父に対する孝は、国君に対す る忠に帰結 され る。君主にすべての権力が集結す
る位階的 ・求心的な家父長の論理は、漢代に至って国教として採択 された儒教によって完全に
正当化 され、拡充される。その後、二千余年の問、中国人の意識を支配し、いわゆる超安定構
造の実体 とも称 された儒教文化は、前述 した歴史的条件の下で漢代に成立されたのである。要
約す ると、各々独立した地域文化が集約 された上古大陸の多元的な政治 ・文化的状況は、周代





中心主義を志向する皇帝側近の文学之士 と、これに抵抗する諸侯 ・世族の間の葛藤 と闘争が熾
烈に展開された時期であった。 ところが、漢初には周代以来の封建制の遺風である分権意識が
6金 翰 奎 、『古 代 中 国 的 世 界 秩 序 研 究 』(ソ ウル:一 潮 閣 、1982)p.1。 エ バ ハ ル ドに も類 似 した 趣 旨の 言 及 が あ る。




7尹 乃 鉉 、 『中 国 史 』1(ソ ウル:民 音 社 、1991)pp.126・127。 ル イ ス は 周 代 の 貴 族 家 系 に よ っ て 祭 儀 的 に独 占 され て
い た軍 事 行 為 が 、戦 国時 代 に 一般 農 民 に ま で 軍役 が拡 大 す る こ とに よ っ てす べ て の 人 々 が 合 法 的暴 力 に 参加 す る よ うに な っ
た と言 う。 国家 権 力 は これ を組 織 し支:配す る こ と に 関 与 し、 これ に よっ て 貴 族 家 系 は 没 落 し、 田 税 と軍 役 を 提 供 す る 小 農


























民間巫歌は、屈原などの知識階層によって採用 され、楚辭 という洗練 された文学形式 となる。
そ して再び宋玉や荀卿などによる過渡的な形式を経て、漢初の賦型へ と進入する。 この過程で
荀卿は初めて`賦'と い う名称を使用 している。文学 と権力 ・イデオロギーとの緊密な結合を
強調 した荀卿によって賦の命名が行われた ということは、賦の以後の行路を予示するようであ
る。
漢初の賦には依然 として巫術文化の痕跡が残っていた。枚乗の 「七發」に盛 り込まれている
治病儀礼的成分がそれである9。特に、形式的な側面においては問答式 ・羅列式など、巫歌の
叙事方式が後代の定型化 された漢賦にまで温存している。 しか し、周辺部の巫系血統の文学で
あるにもかかわらず、武帝期になると司馬相如など大作家たちの創作によって、帝国のアイデ
ンティティを遺憾なく表現する完璧な美学的構造物に生まれ変わる。この変身をどのように説
8賈 誼の この ような政治的性向については、金學主、『漢代詩研 究』(ソ ウル、光文 出版社 、1974)pp.53-55参 照。
9「 七發 」は、呉客が病 にかかった楚の太子を訪問す ることか ら始 ま り、呉客が美辞麗句 を並 べなが ら様々な道理 を聞
かせ ると、太子 は汗を出 し病が治 るとい う話で終結 される。『六臣註文選』巻三 四 「七發 」:"楚 太子有疾、而呉客往問
之 日、伏 聞太子玉體不安、亦少聞乎 …客 日、今太子之病、可無藥石針刺灸療而 己。可以要言妙道説而去也。 …於置太子










寄与 した10。「喩巴蜀檄」・「難蜀中父老」な どは、このことと関連 した文章で、彼の濃厚な帝
国意識が表現されている。彼は 「封禪文」を遺書として残すほど、徹底 した皇権の崇拝者でも
あった。`詩 人の心は世界を包括し、人間と物事を遍 く察する(賦 家之心、苞括宇宙、總覽人
物。)'11とい う彼の有名な言葉は、文学的な心霊の側面から読むこともできるが、支配の叙事
として賦を把握する彼の認識の一端を見せてもいる。 したがって、ここで分析の対象 とする彼
の 「子虚賦」及び 「上林賦」は、帝国の叙事物の標準と見なしていいだろう。 「子虚賦」は諸
侯の遊獵を描写している。 しかし、「上林賦」とは内容的にも繋がってお り、類似 した叙述構




国意識に関して 「上林賦」 と一緒に論 じても差 し支えない と判断 し、分析対象に加えたことを
附言 してお く。





まず、『説文解字』の`苑'と`囿'の 解説を見ると、`苑 は鳥類 と獣類を飼 うところ(苑 、
所以養禽獣也。)'で あり、`囿 は苑に垣があるところ(囿 、苑有垣也。)'で あるとしている。
結局、苑囿は禽獣を飼 う区域を意味する。苑囿についての一番古い記録は 『山海經』に見える。
昆侖丘の陸吾とい う神が、天帝の苑囿の季節を管理するとい う内容がそれであるが13、神話時
10私 た ちは次 の文で彼 の濃厚 な帝国意識を うかが うことがで きる。 『史記』巻 百十七 「司馬相 如傅」:"且 詩不云乎、普
天之 下、莫非王土、率士之濱 、莫非王 臣。是以六合之 内、人方之外 、浸潯裄溢、懐生之物有浸潤於澤者、 賢君恥之、今
封彊之 内、冠帶之倫 、咸獲嘉祉 、靡有 闕遺矣、而夷狄殊俗之国、遼絶異黨 之地、舟輿不通、人迹罕至、政教未可、流風
猶微。 …(四 夷)内 嚮而怨 日、蓋 聞中国有至仁焉 、徳洋而恩普、物靡 不得 其所 、今獨曷為遺 己、擧踵思慕 、若枯旱之望
雨、…故北 出師以討彊胡 、南馳使以誚勁越、 …遐邇一體、 中外提福 、不亦康乎。"
11『 西京雑 記』
12襲 克 昌は、蕭統が 『文選 』を編集す る過程 で、本来一つの作 品であった 「天子遊獵賦 」を 「子虚賦 」 と 「上林賦」
とに分割 したと主張す る。襲克 昌、『漢賦研 究』(濟 南:LU:東 文藝 出版社 、1990)pp.86-91参 照。
































体の叙事も畋獵を中心にして、その前後と間に苑囿の地勢 ・景観 ・動植物相 ・鉱物相 ・宮室 ・
皇帝の行楽などが描写されている。言い換えれば、畋獵こそが両賦の叙事の核心なのである。
14『 詩 經 ・大 雅 』 「靈 臺 」:"王 在 靈 囿 、磨 鹿 攸 伏 、 磨 鹿 濯 濯 、 白鳥 鬻 鬻 。"
15王 毅 、 『園 林 與 中 国文 化 』(上 海:上 海 人 民 出版 社 、1995)p。29.
16李 珠 魯 、 「中 国 園林 と 中 国文 化 」 『中 国文 學 』(韓 国 中 国語 文 學會 、2000.5)第53輯 、p。27.





を得ない。 しかしなが ら今までの漢賦研究では、畋獵 の政治的意義はさほど評価 されず、あく
までも皇帝の奢侈 ・娯楽の行為 として解釈するに止まっている嫌いがある。まず、畋獵にっい
ての新 しい見方 と関連 して念頭に置くべきことは、その祭儀的性格である。いち早い甲骨文で













祭儀は神話 と表裏の関係 をなし、神話的瞬間を象徴的に再現する規範化 された儀式である。
だ とすれ ば、畋獵は神話の どの よ う
な内容 を保証す るた めの行為で あっ
た のか。果た してその神話的起源 は
何 な の だ ろ うか。 ル イ ス(Mark
EdwardL、ewis)は 黄 帝 と蚩尤 との
間の戦争神話 が、後代 の支配者た ち
に`認 可 され た暴 力(sanctioned
violence)'の モ デル を提供 して い
る と主 張す る20。畋獵 を`認 可 され
た暴力'と 見なす とき、ルイ スの仮
説 にかな りの説得力 があるこ とに気
付 くだろ う。 中原 の守護者 であった
黄帝 は、激戦 の末 に獣 の姿 を した邊
18陳 偉 湛 、『甲 骨 文 田獵 刻 辭 研 究 』(南 寧:廣 西 教 育 出版 社 、1995)p.1.24.27.













中し、矢を放つ音と同時に獲物を倒 して しまう。やがて天子の車は速 さを抑えなが
ら行きつ戻りつ陣営を回り、軍隊の進退を観察 し、将軍と兵士たちの動きを見回す。



























不同世)'と 、心境を披露 したほどであるか ら22、事実上、司馬相如の帝国意識が発揮 された
ものと見なすべきである。作者である司馬相如が死んで間もない頃(B.C.108)、 なるほど武
帝は青丘の国、古朝鮮を攻撃 し、楽浪 ・真番 ・臨屯 ・玄菟など、四郡を設置している。やがて、
青丘での畋獵と海外での彷徨 とい う 「子虚賦」の夢が実現されたのである23。
3.博 物館:展 示 と服属
帝 国は博 物 館 を愛 好 す る。 イ ギ リス の 大英 博 物 館 や フ ラ ンス のル ー ブル 博 物 館(the
:Louvre)な ど、 巨大 な威容 を誇 る博物館 は、帝国主義 が盛行 していた時期 に、今 日の よ うな
姿 を整 え られた。 世界中の遺物 たちは、それ ぞれ の故郷 を離れ て帝 国の博物館 のガラス棺 の中
に眠 ってい る。 ア ドル ノ(TheodorW,Adorno)が博 物館(museum)と 墓(mausoleum)
の関連性 を指摘 したのは、ま ことに卓越 な洞察 と言 え よう。
「子虚賦」や 「上林賦 」で は、漢帝 国が支配 す る物質世界 の範 疇を誇示す るため、`堆 砌'
の方法 によって動 ・植 ・鉱物 な ど、世界 のあ らゆる事物 を羅列 している。所謂`資 産空 間的展
示'24で ある。例 えば、次の句 をみ よ う。
上林苑 の南部 では、真冬 でも草木が生 え、水が涌 き出、川が波立 つ。そ こに住む
獣は、猜 ・旄 ・貘 ・釐 ・沈牛 ・麈麋 ・赤首 ・園題 ・窮奇 ・象犀な どである。…また、
ここには夏に熟す る盧橘 や黄甘 ・橙榛 ・枇杷 ・撚 ・柿 ・椁 ・奈 ・厚朴 ・棗 ・楊梅 ・
櫻桃 ・蒲陶 ・隱夫 ・奧 ・棣 ・荅還 ・籬支な どが植 え られて いる。
(其南則隆冬生長、涌水躍波。其獸則猜旄貘釐、沈牛麈麋、赤首園題、窮奇象犀。…





域に住む怪獣である。同じく貘 もそ うである。その次に、盧橘や黄甘 ・橙榛 ・枇杷など、中国
各地で産出される果実の種類を羅列 している。 この中には、当時張騫のシルクロー ド開拓以来、
22『 六臣註文選』巻七 「子虚賦 」李善注:"漢 書 日、相如遊梁 、乃著子虚賦 、後蜀人楊得意為狗 監、侍上。上讀子虚賦
日、朕獨不得與此人同時哉。"
23青 丘 とは、古来山東 の一部、或 いは古代の韓国 を指す名称 であ った。 しか し 「上林賦」 で斉 王の遊猟行為 を`越 海
而 田'と 言 っていることか ら、`秋 田乎青丘'の 青 丘は山東 の境内 ではなく、海 外の地域 と見 るべ きで ある。胡紹煥 ・
高歩瀛な ども遼東一帯、高句麗 地域 であった と推定 している。
24鄭 毓瑜 、「賦體 中`遊 觀'的 型態及其所展現 的時空意識一以天 子遊獵賦 ・思 玄賦 ・西征賦 爲主的討論」『第三屆 國際
辭賦學學術研 討會 論文集(上)』(1996.12)pp.413-414.ま たル イスは、漢帝 国に服属 され た遠方 の国か らの貢 ぎ物 で
あ るこれ らの事物 と`賦'の 辞義の暗合 を指摘す る。`賦'は 地税 の意味 も持ってい る。MarkEdwardLewis,Writing
andAuthorityinEarlyChina(Albany:StateUniversityofNewYorkPress.,1990)p.320参照。




でエ リオッ ト(T.S.Eliot)の 詩の中に併置(juxtaposition)さ れた世界各地の事物と知識一


























事実上の叙述の核心単位 として、植物相(且ora)・ 動物相(fauna)・ 鉱物相などによって空間
を分別している。諸国の領土を内的に区画する認識がこのようであるならば、対外的な領土認
識はどのようなものであろうか。次の言及 をみよう。



















IV帝 国叙 事 の解 体 と再 定 義 結 語 に代 えて
今まで司馬相如の 「子虚賦」と 「上林賦」を中心に、苑囿空間に投影 された帝国の表象を考
察 してきた。その結果、漢帝国は政治 ・文化的アイデンティティを確立する過程で、畋獵 とい




れてお り、また対外認識は諸侯国の独 自の活動に対する強力な統制 として表れていた。 これは
帝国の権力を集中させようとする意図によるものである。







家の談話である。 もう一つは彼が日頃心酔 していた練丹の術が成功 し、神仙になったという民
間の伝説である30。どっちが事実かとい う問題はさて置き、我々はこのことから当時の官方の
儒教言説だけが漢代文化の性格を決定する最終審級ではない ということがわかる。「子虚賦」
29『 六臣注文選』巻 八 「上林賦 」
30『 神仙傳』 「劉安(補)」:"漢 淮南 王劉安 、言神仙 黄 白之事、名爲鴻寳萬畢三巻、論變化 之道。於事 八公乃詣王授丹經
及 三十六水 方。俗傳安之臨仙去、餘藥器在庭 中、難犬舐之、皆得飛升。"も ちろん劉安 の得説話 は虚構 であるが、問題
はそれ を信 じたがる人 々が中国の全時期 を通 じて存在 して きた とい うことである。我々は この両者 を区分 して扱 うべき






畋獵の主宰者 として`認 可 された暴力'を 鼓舞 していた君主が突然恬澹寡欲の冥寂士を自称し
た り31、帝国の中心空間である上林苑の動植物相の相当部分が辺境や異域の品種で占められて




とか、龍 ・鳳 ・麒麟などの瑞獸はもちろん、神話上の想像の動物たちが現実の動物の目録 に並





関係を見せる近代以降の帝国主義 とは異質の、相互交感 ・反応の文化体系が存在 していた と思
われる。言い換えれば、それは劉安の死にまっわる二つの真実のように、単一の総体性として











31『 六臣註文選』 巻七 「子虚賦」:"于 是楚 王乃登雲 陽之臺、 怕乎無為 、憺乎 自持 。勺藥 之和具 、而後御 之。"、 巻八
「上林賦」:"于 是酒 中樂酣、天子芒然而思、似若有失。"漢 賦 の中に見 える神仙思想については、許東海、 「賦家與仙境 一
論漢賦與神仙結 合的主要類型及其意涵」『漢學研 究』(臺 北:漢 學研 究中心、2000.12)第18巻 第2期 参照。許氏は 「上
林賦」 にっい て描述上 の仙趣 を指摘 している。(上 掲論文p.264)
32昆 侖 ・葡萄 は西域の言語、渤海 ・蜚廉はアル タイ語系統か ら由来 した とい う見解が有力で ある。
33『 六臣註文選』巻七 「子虚賦」:"樅 金鼓 、吹鳴籟 、榜人歌、聲流喝。水 虫駭 、波鴻 沸。涌泉起、奔揚會。碍石相撃、
破琅礒礒、若雷霆之聲。 聞乎數百里 之外。"、巻八 「上林賦 」:"千 人唱、萬人和。 山陵爲之震動、川谷爲之蕩波。"
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Xiangru(司 馬 相 如).HeexpressedtheidentityofHanempirethroughtheliteraryformof
Fu.
Shanglinyuan(上 林 苑),theimperialgardenasahuntingplaceofemperorhasveryimpor-
tantmeaningpoliticallyandculturally.WecansaythisspaceisaminiatureofHanem-
pire.Itrepresentsallthedesirestowardtheidentityofempire.Hanempireconstitutedthe
imaginedcommunityofdiscoursesbythecenterofConfuciusideology.Buttherewere
manyresistingmarginalpowersinitsinnerside.Inthispaper,wetrytoelucidatethefact
thatimperialgardenisaspacewheretheprincipleofintertextualityisalive.
123
